























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ク」（図4。右に本文，y r—--""●● "'I "',. 
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よう 4, 5ページ」。4, 5ページには，たぬきの心
情の分かる行動描写がない。その文章から，たぬきに
焦点を当てることを指導者としてはねらっていた3
授業記録内で，ひろとしんは，「冬が好きだから，「や
がて，山の木のはがおちて，ふゆがやってきました。」
を好きなところとして選んt~ これは，作品から離れ
た自分自身の思いで語っているものである。課題から
はそれてしまっており，それは本時の課題自体による
ものであることが考えられる。
しかし，この後の教師の切り返し方によって，物語
を想像することにつなげられたのではないだろうか。
しんの発言に対して，敦師は何も取り上げずに，他の
意見をきいているが，ここで，「おかみさんも，冬が好
きなのかな。」と問い返すことで，おかみさんにとって
は，辛く厳しい冬であり，山を下りなければならない
ような状況であるということを想像することができる
であろう。そんな中でも，たぬきはおかみさんの山小
屋で糸車を回していたのだということから，「恩返しを
したい」というたぬきの思いの強さへと想像をふくら
ませることができたのではないかと考える。
5 成果と課題
ぼくは， 2ページが，とくにこころにのこるようによみま
す。ふたつのくりくりしためだまも，くるりとまわるとこ
ろがすきです。なぜかというと，いつかは糸車をまわすこ
とができるかなとおもってるとおもっているからです。
上記は，音読をあまり得意としていなかった男の子
が，「たぬきの糸車」の全編について学習した後に書い
たものである。彼は，たぬきの行動に着目しながら物
語を読み進めることを楽しみ，たどたどしい読みなが
らも，何度も手を挙げて音読をするようになった。
単元全体を通して，子どもたちは「読み語りをしよ
う」という目標に向かい，意欲的に取り組んだ）授業
中や家庭学習で音読することにも積極的で，6年生や
全校集会できいてもらうことにも喜びを感じていた。
単元学習を行う中で，指導目標を達成するために，単
元のゴールである学習目標を設定して，それに向かっ
て必要な授業展開や手立てを講じることが，子どもの
主体性に結び付くと言える。
しかし，「読み語りをする」というゴールに，教師と
子どもの間にズレが感じられた。指導者側としては作
品を味わうための音読であったが，子どもたちの中に
は，物語の中身（自分の好きなところ）と音読とをリ
ンクさせようとしながらも，暗唱するための音読とい
う意識が強かったようである。これについては，教師
のみとり不足であった。授業の中で，指導者のねらい
と子どもの実態とが合致するような取り組みになるよ
うに，どのような手立てでみとることが有効かを今後
検討したい。
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